
報道発表資料 

東京消防庁 Tokyo Fire Department 

 

令和７年１月９日 

 

１月１５日から２１日は「防災とボランティア週間」です 

～ 本所防災館で消火・人命救助を学べるイベントを開催 ～ 

 

今年は阪神・淡路大震災から３０年の節目の年です。 

「防災とボランティア週間」は、阪神・淡路大震災を契機に創設され、災害時に

おけるボランティア活動や自主的な防災活動についての認識を深めるとともに、災

害への備えの充実強化を図ることを目的としています。 

本週間をとらえ、地域住民を主体とした自助・共助の精神に基づく地域防災力の

向上を目的とした取組を推進します。 

また、能登半島地震においても多数の住宅が倒壊し、さらに大規模な火災も発生

しています。今回本所防災館で、より実践的な初期消火や救助の方法を受講した上

で認定証を交付する講習をはじめて開催します。 

 

  

１ 実施期間 

令和７年１月１５日（水）から同年１月２１日（火）まで 

防災とボランティアの日 令和７年１月１７日（金） 

 

２ 推進項目 

⑴  地域の実情に応じた各種施策の効果的な推進 

⑵  災害時支援ボランティアの指導育成の推進 

⑶  災害時支援ボランティアの募集広報の推進 

 

３ 関連行事 

 ⑴ 第２１回地域の防火防災功労賞表彰式（別紙１のとおり） 

 ⑵ 都内に３館（池袋・本所・立川）ある防災館で動画や写真で阪神・淡路大震 

災を振り返る特別展示を実施 

 ⑶ 本所防災館で消火・人命救助を学べるイベント（消火・人命救助講習）を開

催（別紙２のとおり） 

 

４ 東京消防庁災害時支援ボランティアについて 

  令和７年度に発足３０年を迎える東京消防庁災害時支援ボランティア（以下

 



「災害時支援ボランティア」という。）は、震災時等に、あらかじめ登録している

消防署等に参集し、消防署の支援を行う専門のボランティアです。また、平常時

は地域の防火防災訓練等に参加し、都民指導を実施するなど、地域防災力の向上

に寄与しています。 

登録要件は、原則として、東京消防庁管轄区域内に居住、勤務又は通学してい

る１５歳以上（中学生を除く。）の方で、応急救護に関する知識等を保有してい

る方が登録の要件となっており、令和６年１２月末現在では、約３，２００名の

登録者がいます。 

東京消防庁では災害時支援ボランティアを募集しています。 

 

  東京消防庁災害時支援ボランティア募集ページ 

 

 https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/ts/others/sien/index.html 

 

 

問合せ先 

東京消防庁（代表）  03-3212-2111 

防災安全課防災安全係 内線 4208、4228 

広報課報道係     内線 2346～2350 

  

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/ts/others/sien/index.html


 

第２１回地域の防火防災功労賞表彰式について 
 

 

１ 実施日時（表彰式・写真撮影） 

  令和７年１月１５日（水）１３時３０分から１５時００分まで 

  （表彰式：１３時３０分から１４時００分） 

 

２ 実施場所 

東京消防庁スクワール麴町３階（東京都千代田区麴町六丁目６番地） 

 

３ 受賞団体 

⑴ 最優秀賞受賞団体（３団体） 

三菱地所株式会社（丸の内）、船橋会（成城）、専門学校トヨタ東京自動車大

学校（八王子） 

⑵ 優秀賞受賞団体（４団体） 

ザ・リバープレイス自治会（矢口）、市谷台町町会（牛込）、一般社団法人み  

たかＳＣサポートネット（三鷹）、コミュニティ協議会「まちづくり昭島北」（昭

島） 

 ⑶ 選考委員長特別賞受賞団体（２団体） 

法政大学 チーム・オレンジ（麹町）、桜堤中地区青少年育成委員会（向島） 

 

４ 列席者 

  消防総監、防災部長、参事兼防災安全課長、関係各署長等 

 

５ 取組事例について 

最優秀賞（消防総監賞）３団体の取組内容は別添え１のとおりです。 

 

６ その他 

⑴ 取材を希望される社は、令和７年１月１４日(火)１２時００分までに広報課

 概 要 

 「地域の防火防災功労賞」は、阪神・淡路大震災から１０年の節目にあたる平

成１６年６月に、地域防災力の向上を図ることを目的として創設されました。町

会・自治会、事業所等の防火防災に関する取組について募集し、表彰することで

広く都民に紹介するものです。 

 今年も地震、風水害等の自然災害に関する町会・自治会等が主体となった地域

の取組や、地域が実施する住宅防火に関する取組など、６５事例の応募があり、

令和６年９月６日（金）に開催された第２１回地域の防火防災功労賞選考委員会

において各賞が決定いたしました。 

 

別紙１ 



報道係までご連絡ください。 

⑵ 当日は、建物１階出入口付近にて１２時３０分から受付を行います。（別添

え２参照）受付終了後、順次会場の撮影位置にご案内いたします。 

⑶ 取材予定全社を会場へご案内後、レクチャーを実施します。 

⑷ 取材の際は、自社腕章を着用してください。 

⑸ 駐車場の準備はありません。近隣のコインパーキング等をご利用ください。 



最優秀賞（消防総監賞）事例概要 

所属 団体名 事例名 活動概要 

丸の内 
三菱地所株式

会社 

エリアとしての

震災対策への取

り組み 

あらゆる危機管理における基本方針・行動指針

に加え、緊急事態発生時の行動内容等を定めた「緊

急事態対応マニュアル」を策定しており、大規模災

害発生時には、災害対策本部を立ち上げ、行政、ゼ

ネコン・サブコン、千代田区医師会や聖路加メディ

ローカスと連携し、帰宅困難者対応や負傷者対応、

建物応急危険度判定を実施している。 

また、丸の内エリアの１５棟で千代田区と帰宅

困難者等一時受入施設の協定、医療機関と医療連

携の協定などを締結している。  

成城 船橋会 

共助の輪をつな

げ！～地域一丸

で磨く地域防災

力～ 

町会、商店街、学校や近隣の各事業所等が連携し

た防災訓練やイベントを実施することで、様々な

団体間のつながり＝「絆」が強固なものとなり、地

域一丸となって「安全・安心な街」を実現している。 

 町会独自のＨＰと YouTube アカウントを持って

おり、若い世代から地域の防災活動に興味を持っ

てもらえるようＨＰにスタンドパイプ操作の

YouTube 動画をアップしたり、町会の取組を

YouTube で見れるよう工夫している。 
 

八王子 
専門学校トヨ

タ東京自動車

大学校 

学校の特性を活

かした地域防災

への取り組み 

車両・工具・部材等の機械力を多数有している。

その機械力を活かすマンパワーとして昼間の間は

多数の学生がおり、夜間は学生寮に一定の学生が

寄宿しているため、２４時間地域防災に貢献して

いる。 

過去の台風の被害に際して、地域のボランティ

アとして復旧活動をするなど、実際の災害に対し

て活動している実績もある。 

 

別添え１ 



第２１回地域の防火防災功労賞表彰式会場図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添え２ 



本所防災館で消火・人命救助を学べるイベントを開催 

 

１ 実施日時 

  令和７年１月１９日（日） 

１回目：１０時００分から１２時３０分まで（受付時間： ９時３０分から） 

２回目：１３時５０分から１６時２０分まで（受付時間：１３時２０分から） 

 

２ 実施場所 

本所防災館（東京都墨田区横川四丁目６番６号） 

 

３ 参加者 

 ⑴ 日本防災士会東京都支部 

 ⑵ 墨田区内町会・自治会、自主防災組織等 

 

４ 実施内容 

 ⑴ テキストによる講義 

 ⑵ 消火技能訓練（消火器の使用方法及びスタンドパイプの設定、ホース延長、

放水） 

 ⑶ 救出救助技能訓練（油圧ジャッキ及び単管パイプを活用した救出） 

 ⑷ 講習終了後、認定証を交付 

 

５ 今後の予定 

 ⑴ 令和７年５月２４日（土） 

 ⑵ 令和７年７月１２日（土） 

※１ 墨田区の町会・自治会や自主防災組織の方々を中心に募集しています。 

別紙２ 

 概 要 

首都直下地震等の発生が危惧される中、阪神・淡路大震災からの教訓を踏ま

え、地震の知識や初期消火及び救出救助の技術を学び、地域防災力向上を図る

ことを目的として本所防災館でより実践的に消火・人命救助を学べるイベント

（消火・人命救助講習）をはじめて開催します。 

これまでの防災館での体験にはなかった、参加者全員がスタンドパイプを活

用した初期消火やジャッキ等を活用した人命救助の実技を体験できる講習で、

講習を修了した方へは認定証を交付いたします。防災館で共助について学びた

い方、より実践的に学びたい方の満足度に寄与する講習となっています。 



※２ 以降の開催は、これまでの参加者のアンケートなどを踏まえ検討して

いきます。一般公募も行う予定です。詳細が決まり次第、東京消防庁ホ

ームページ等でお知らせします。（※本所消防署及び本所防災館へのお

問合せはご遠慮ください） 

 

６ その他 

⑴  取材を希望される社は、令和７年１月１７日(金)１２時００分までに広

報課報道係までご連絡ください。 

⑵ 当日は、建物１階出入口付近にて１２時３０分から受付を行います。（別

添え３参照）受付終了後、順次会場の撮影位置にご案内いたします。 

⑶ 取材予定全社を会場へご案内後、レクチャーを実施します。 

⑷ 取材の際は、自社腕章を着用してください。 

⑸ 駐車場の準備はありません。近隣のコインパーキング等をご利用くださ
い。 

 ⑹ 本所消防署、本所防災館へのお問合せはご遠慮ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



本講習のポイントは、代表者の方だけでなく、参加者全員が実際に身体を動かして体験できるところ

にあります。阪神・淡路大震災での教訓を踏まえ、初期消火及び家具等に挟まれてしまった方の救助

方法について学びます。これまでの体験ツアーと異なり、講習を修了した方へは認定証を交付いたし

ます。 

消火技能：50 分 

救出救助技能：50 分 

コーナー説明 ジャッキを活用した訓練 

消火・人命救助講習について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別添え３ 

１．全体の流れ（１回２０名（１５０分）、１日４０名（午前１回、午後１回）） 

２．消火技能 

受付 座学（30 分） 実技（100 分） 認定証交付等（20 分） 
テキストを使って、地震
発生時の行動や実技で
使うスタンドパイプ等
がどこに置いてあり、ど
んな時に使うのか等を
学びます。 

・カードタイプの認定証を交 
付します。 

・講習についての簡単なアン 
ケートについてご協力いた
だきます。 

持ち物など、準備
していただくも
のはありません。
動きやすい服装・
靴でお越しいた
だきます。 

モニターを使ってコーナー全体の

概要と下記について説明します。 

①火災発見時にやるべきこと（通

報、初期消火等） 

②消火器の使用方法、姿勢及びね

らい方 

コーナー説明 消火器訓練 

コーナー説明で学んだ、

消火器の使用姿勢や燃え

ているものへのねらい方

などを実践します。 

スタンドパイプ訓練  

【放水について】 

ホースの延長要領、「放水はじ

め」等の声のかけ方、放水圧力

の強さ、放水の向きの変え方等

を学びます。 

【スタンドパイプについて】 

スタンドパイプの使い方やホ

ースに水をのせるために必要

な道具の使い方などを学びま

す。 

３．救出救助技能 

映像で救出救助の必要性を学んだ

後、家具や家電の転倒・落下・移

動防止対策などの二次災害防止の

必要性、訓練で使う道具の使用方

法について説明します。 

油圧ジャッキを使って、家具に挟まれてしまった人の救助方法につい

て学びます。ジャッキで家具を上げた際の二次災害防止措置として、

木材などを、ジャッキで持ち上げた空間に入れる方法などについても

説明、実践します。 

単管パイプを使った体験 

単管パイプを用いて、てこ

の原理による重量物の持ち

上げ方や注意事項について

解説し、実際の重さについ

ても体験します。 

10人ずつ、ローテーション受講 



「消火・人命救助講習」実施場所 

 

 

 

電車：JR 総武線・東京メトロ半蔵門線「錦糸町駅」から徒歩 10 分 

京成押上線・都営浅草線・東武スカイツリーライン・東京メトロ半蔵門線

「押上駅」から徒歩 10 分 

お車：駐車場（車高 2.0ｍ以下）あり 

（ただし台数に限りがあります。） 


